


加熱・冷却工程が自動化
MCRTはプログラマブルコントローラー制御の下で加熱・冷却

されるオーブンが装備されています。スタートボタンを押すだ

けのカンタン操作で、後は装置が試験手順に従い加熱・冷却

を行います。

少量サンプル
MCRTによる残炭測定は、低いもので０.１％、高いもので３０

％まで行われます。サンプルが多過ぎによるBoil Overの心配

がなく、最高残さ（２０～５０mg）が得られます。

クリーンでしかもコンラドソン法とよく一致
オリジナル法であるコンラドソン法は、煤が多く出て試験環境

が極めて悪いのは既にご承知の通りです。MCRTはクリーン

な上、コンラドソン法に合うように規格化された加熱・冷却プロ

グラムにより、結果もよく一致し、しかも優れた再現性が得ら

れます。

減圧弁が標準装置です
装置の左側面に減圧弁が装備されていますので、元圧が１.０

ＭＰａ以下であればそのまま配管接続できます。

カンタン操作です
MCRTの試験で行う操作は、事前・事後のサンプル計量だけ

です。即ち、秤取ったバイアルをバスケットに載せてオーブン

中に入れ、蓋をしてスタートボタンを押すだけのカンタン操作

です。バスケットには最大１２サンプル載せることができます。

サンプルを複数同時に測定できることで、時間の節約と相互

性のチェックが可能となります。

仕　　　様

付 属 品

取扱店

製品改良にともない、やむをえず仕様・外観などを変更させていただく場合がございます。
ご了承のほどお願い申し上げます。
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試 料 架 数 ：１２本（小バイアル）、６本（大バイアル）

：室温～６００℃温 度 範 囲

加熱・冷却 ：プログラマブルコントローラーによる

：Ｋ熱電対、ダブルセンサー（制御用と安全装置用）温度検出器

操作スイッチ ：”スタート”、”リセット”、”ＦＬＯＷ”、”ＰＯＷＥＲ”

：フロート式、 ０～１ＬＰＭ（精密流量調節バルブ付）流　量　計

：低流量（毎分１５０ｍＬ）、高流量（毎分６００ｍＬ）流 量 調 節

コーキング炉 ：ＳＵＳ３０４製二重円筒管、内径８６×高さ１０２ｍｍ

：４５０Ｗ×２（９００Ｗ）ヒ ー タ ー

排　気　管 ：外径１２φ、ステンレスパイプ

：１００ｍＬ、広口ネジ口びん凝縮液トラップ

減　圧　弁 ：元圧１.０ＭＰａ以下

：０.０８ＭＰａ設定圧力

安全機能 ：圧力（０.１２±０.０１ＭＰａ以下で動作停止）

窒素ガス入口 ：外径６ｍｍ

：ＡＣ１００Ｖ ５０/６０Ｈｚ １０Ａ電　　　源

ＡＣ２２０Ｖ ５０/６０Ｈｚ ５Ａ

：巾３１３×奥行３６０×高さ４９７ｍｍ寸　　　法

１個試料ホルダー 大

１個試料ホルダー 小

１個ホルダーハンドル

１箱凝縮液トラップ

１箱大バイアル（１００本入）

１箱小バイアル（１００本入）

消 耗 品（別売）

大バイアル（１００本入）

中バイアル（１００本入）

小バイアル（１００本入）

重　　　量 ：約１９ｋｇ

異常温度検出（６００℃以上で動作停止）

ヒューズ ：１５Ａ（１００Ｖ）、８Ａ（２２０Ｖ）


